
第２回 小坂・小野地区小学校統合準備委員会 次第【議事録】 

日 時 ：2025年１月21日（火）19:00～19:45 

場 所：小野地区コミュニティセンター 

１ 開 会 

２ あいさつ（水嶋委員長） 

３ 報告・協議事項 

⑴ 各分科会の協議状況について 資料１ 

① 学校名等検討分科会 

② 通学方法検討分科会 

③ 地区組織・地区行事検討分科会 

④ 学用品検討分科会 資料２ 

⑤ ＰＴＡ組織・運営検討分科会 

⑥ 閉校行事等検討分科会 

【意見交換】 

・資料２の学用品の関係について、現在までに両小学校で調整が進んでいる内

容について２点補足する。 

①体操服について、今年の小野小学校の入学説明会で、小坂小学校の体操服

を購入してもよいという案内をする予定。保護者に選択してもらう。 

②鍵盤ハーモニカについて、保護者負担軽減のため、小坂小学校にあわせて

本体購入をしない方向で検討している。 

・小坂地区の校友会については、現在、小坂地区の区長に存続の可否について

の意見集約を依頼しており、３月下旬の会議で存続についての協議をする予

定としている。状況によっては、小野地区の方の意見も聞かせてもらう場合

があるかもしれない。 

⑵ 今後のスケジュールについて 

・分科会 

２月 通学方法検討 

〃  閉校行事等検討 

・統合準備委員会（全体会） 

３月 第３回 統合準備委員会 

４月 報告書提出（教育長） 

※資料に基づき 

事務局から説明 



※今後のスケジュールについて、資料のとおり予定している。３月の第３回統

合準備委員会で、統合に向けた協議結果や方向性をまとめた「報告書」を作

成するための協議をお願いしたい（報告書の内容については、第１回で資料

配布した“福住・寺坂地区小学校園統合準備委員会報告書”を参照）。各会

議の日程等は、後日あらためて調整する。 

【質疑／意見交換】 

・防犯協会のように小学校が事務局となっている団体があるが、これらの今後

の協議についてはどうか。 

→ＰＴＡや学用品などと同様に、小学校が関係している事項については、事務

局と小学校（主に教頭先生）で引き続き協議、調整させていただく。必要に

応じて分科会の開催も検討する。 

・（先程の）小坂地区の校友会について、３月下旬に協議が予定されていると

のことだったが、第３回の準備委員会で報告書をまとめるにあたり、間に合

わないのではないか。 

→次の委員会での協議に間に合わない項目については、一旦方向性のみを記載

させていただき、提出までに決定した項目があれば、加筆・修正をさせてい

ただく。 

→報告書については、全ての項目について結論を記載する必要はなく、統合に

向けて概ね筋道がついた、必要な項目の洗出しができた、という内容を報告

するものでよいと考えている。例えば、校友会の項目について、「引き続き

内容を検討する」という記載でも構わない。これまでの例でも、閉校式・統

合式の詳細が決まっていない場合に、「閉校式を○月○日に開催することで、

詳細は今後検討する。」という記載としている。 

・校友会の存続について、場合によっては小野地区にも意見を聞くとの事だっ

たが、小野地区の方は、校友会がどのような活動をされているのか、十分に

理解をしていないと思うので、何か参考になるような資料があればいただき

たい。 

→現在、小坂地区の区長に対して意見集約の依頼をしている文書に、校友会の

歩み（活動内容）について記載があるので、事務局を通じて資料提供する。 

なお、意見集約の内容は、①小坂地区のみで存続、②小野地区にも加わって

もらって存続、③廃止、としている。 

４ そ の 他 

⑴ 小野小学校跡地の利活用について 

※統合準備委員会での協議項目ではないが、閉校になる小野小学校の跡地利活

用について、12/10の通学方法検討分科会のあとで、事務局から市の基本的

な考え方を説明した。今後、小野地区で利活用について検討する中で、希望



があれば市の担当課（資産活用課）の担当者を同席させて説明会を開催する

ことも可能。 

【全体を通しての質疑／意見交換】 

・小野地区では、地域コミュニティが中心となって 「閉校記念事業実行委員会」

を組織し、30名程度の委員が３つの部会（記念式典、記念誌発行、資金調達）

で記念式典の開催内容と記念誌の発行について検討をすすめている。 

・小坂小学校と小野小学校は、これまでから小・小連携で様々な交流活動が行

われてきたが、統合に向けて、来年度の交流活動についての予定が決まって

いれば報告をお願いしたい。 

→例年、４月末から５月にかけて、両校の教諭が集まって小・小連携の活動内

容について協議をしている。来年度は、従来の交流活動に加えて、統合を見

据えたより密な交流活動を計画する。例えば、小野地区からバスでの通学練

習とか、バスで通学してそのまま小坂小学校で一緒に授業を受けて、バスで

下校するなどを予定している。 

→小学校の交流の様子は、統合準備委員会だよりを来年度も引き続き発行して、

お知らせしたいと考えている。 

５ 閉 会（事務局） 


